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世界の海へ、飽くなき挑戦
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ニュージーランドへ

　そんな生活を1年半過ごした頃、50ftのレース艇を日本
からニュージーランドまで回航する話の誘いを受けた。１
ヶ月以上の海上での生活は容易ではないことは分かって
いたが、海を渡って外国に行くということだけで興奮し
た。特に先を見越したわけではない。23歳になる手前の
春、就職もせずに伊藝はニュージーランド行きのヨットへ
飛び乗った。
 その思い切りの良さが伊藝らしい。
 しかし、海は容赦無く時化、想像した以上にニュージーラ
ンドまでの航海は長く辛いものとなったが、なんとか無事
に到着。その後、ビザが切れるまでの3ヶ月、セーリング先
進国の風を目一杯受け、「NZLセーリングスタイル」という
新しい世界を経験した。
「ニュージーランドは、生活のベースにヨットがある町でし
た」
　週末・平日問わずレースが開催される。オークランドで
カフェを経営しているヨットのオーナー宅になぜか居候が
決まり、夏のオークランドでの3か月の生活がスタート。ヨ
ットレースに誘ってもらい仲間もでき、レースや、毎夜行
われるレース後の飲み会で親交を深めていった。
「ニュージーランドでは、地域ごとにヨットクラブがあって、
週末になると地域のクラブチームが一堂に会してレース
を競うんです」
　生活の中にセーリングが自然に寄り添っている文化を
目の当たりにして新たな思いを抱き帰国をすることにな
る。
　3ヶ月のヨット留学を経て伊藝は帰国後、ドイル・フレー
ザー・ジャパンの長谷川社長にお世話になることに。20代
の前半を三浦半島の油壺で、アルバイトとセーリング一色
で3年を過ごした。
「可能性があると思えばどこにでも行ってセーラーに会
い、経験を積んでいくうちに自信がついていきました」

合格率０.６４％の狭き門

　アメリカズ・カップ－－。オリンピックメダリストら多数
のトップセーラーが乗り組む、ヨットレース最高峰の国際
レースである。別名「海のF1」。伊藝の次なる挑戦は世界
最高峰の「アメリカズ・カップ」へのチャレンジだった。
　1997年夏、「アメリカズ・カップ・日本チャレンジ2000」ク
ルーセレクションを受験するため、愛知県蒲郡市にあるベ
ースキャンプに向かった。集まった受験者は540名。その
うち「アメリカズ・カップ」を目指すクルーになることを許
されたのはたった3名。合格率0.64%の超難関セレクショ
ンとなった。
「試験は1次から4次まで、書類、体力テスト、実際にヨット
に乗って、チームワークを見る試験などもありました」

　結果は見事合格！
　伊藝は世界最高峰
への切符を手に入
れ、アメリカズ・カップ
を目指しトレーニング
が始まった。ヨット一
色の生活。憧れていた
夢が現実になり、毎日
が充実していた。厳し
いトレーニングをこな
し慌ただしい１年半
を送り、オークランド
へ戦いに向かった。
　しかし、初めて体験
する世界の壁は高か

った。カップ獲得の夢は夢のままに終わった・・・。
「アメリカズ・カップではレギュラーになれず、レースにも
少ししか出られなかった。クルーになれたことで満足して
しまったんですね。僕は『アメリカズ・カップ』に参加してい
たけど、本当の意味で『ヨット』に乗っていなかった。『ヨッ
ト』は、一人一人が一流の『クルー』として同じ目的を目指
し自分の役割を果たしていくということ。当時の自分は『受
身の歯車』だったんです」
　世界最高峰で戦った一流
選手のみが味わう苦悩。し
かし、常に困難に挑戦するこ
とで得てきたこの苦しみを、
伊藝はいつもその後の人生
の糧にしてきた。オークラン
ドでのレースが終わった１
週間後にはチーム解散。
　伊藝はアメリカズ・カップで味わった悔しさから帰国後、
プロへの転向を決意。仲間と「アルバトロス」というチーム
を作り、世界のマッチレースにチャレンジしていった。全日

本優勝5回。初めて『
歯車』が整っていく感
覚を感じることができ
た。

セーリングの素
晴らしさを伝えた
い

　伊藝は現在46歳。
今も現役プロセーラ
ーとしてレースへの
出場はもちろんのこと
、セーリングの素晴ら
しさを伝えるために多

方面での活躍を続けている。
　現在は、国内外のキールボートレース参戦活動だけに
留まらす、沖縄伝来の漁船であるサバニによる和船帆走
技術伝承活動や、世界的にムーブメントが起きているハ
イパフォーマンスデインギーモス（水中翼を装備した一人
乗りの高速ヨット）でのセーリングも行っている。

　一方で、セーリングフィールドの普及活動のために、日
本ヨットマッチレース協会の会長としてレースの組織化や
セーリングイベントなどの立案・企画運営や、セーリング
カルチャー普及、発信のため200名を超える規模のイベン
ト「Feelin Ocean」を主催するなど力を注いでいる。
「僕はトップに登り詰めることができなかった。でも、僕が
やっているセーリングを見て、若い子たちが『自分もやり
たい！』と思ってもらえる存在でありたい。そのためには誰
よりも練習し、やっぱりヨットで実績を積み上げなければ
かっこよくない。その為の努力は今でも継続している自負
はあります。2020年に湘南の江ノ島でオリンピック競技が
行われる今だからこそ。メディアに取り上げられるような
努力をしなくちゃなと。これまでの経験を今度は多くの方
へ伝えることで、セーリング全体が発展していけば良いで
すね」

世界の海へ飽くなき挑戦

　伊藝は2015年から世界屈指のレースイベントTP52 
Super Seriesに参戦している。しかし、突然解雇が決まるこ
ともある。プロとして、また、一家の主として時に迷い、落ち
込むこともある。そんなとき支えてくれるのは、高校時代
の同級生である妻である。若い頃は一緒にヨットに乗って
遊んだ妻。これまでの挑戦を誰より側にいて支えてくれた

唯一無二の存在である。
「最近、テレビを見ている時に子どもを膝の上に抱っこし
ていると、『父親もこんな気持ちだったのかなー』って思う
時があるんですよ。昔は反発ばかりしていましたが、今思
えば父は自分に好きなことをやらせてくれていた。僕も子
どもには好きなことをしていてほしいですね」
　家族に支えられ、ファンに支えられ、伊藝は今日も世界
の海へ、飽くなき挑戦を続ける。
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●店舗概要
TEL：0466-33-5393
住所：藤沢市鵠沼海岸3-4-6
営業時間：9:00～20:00
定休日：木曜日
料金：1日1,500円、年間パスポート15,000円（ともに貸本料）　
アクセス：鵠沼海岸駅より徒歩3分

2007年…「シネコヤ」という名前を思いついてか
ら、ちょうど10年になりました。2017年4月、映画と本
とパンの店「シネコヤ」はオープンしました。
貸本屋を主体とした新たなスタイルの空間。映画館
ではない「シネコヤ」という小さなお店です。パンを
食べながら、本を読んだり、映画を楽しんだり、「1日
出入り自由」でお出かけしてもOK！途中で街を散策
したり、海へ遊びに行ったりと、シネコヤだけでなく
街中を1日楽しんでもらいたい、という願いを込め
て「1日出入り自由」というシステムにしています。

鵠沼海岸商店街（マリンロード）の通り沿いには、い
ろいろな商店が並びます。個人店も多く、昔ながら
の八百屋さんやお肉屋さん、喫茶店など地元の人
たちはもちろん、遠方の人たちにもちょっと楽しい
スポットがあります。海に続く道も、夏になるとビー
チへの観光客が増えて、南風に乗った潮の香りがワ
クワクさせてくれるのです。
そんな鵠沼海岸商店街の一角にオープンしたシネ
コヤは、今年2年目に突入。海の明るい太陽もいい
けど、シネコヤのゆったりとした時間も、夏の暑さを
忘れさせてくれるひとときになると思います。そん
な自分のだけの時間を過ごしに来てください。
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